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　本研究 で は 、 い じ め に お ける傍観者の 行動を調
べ るために 、PD ゲ

ー
ム を用 い た 実験 を行 っ た 。

こ

の 傍観者とは 、い じ め 問題 に は 直接関 わ らず、被
害者に 対す る援助行動 を しな い 人 で あ る。
　本研究 で は 、傍観者の 被害者援助行動 を促進す
る と予測 され る変数の効果を調べ るた め 、2 っ の

実験 を行 っ た 。 実験 1 で は、PD ゲーム における敗
者の得点を被験者に見せ る こ とで 、被験者 の 敗者
へ の 援助行動が 促進す る か どうか 調 べ た 。 実験 2
で は 、敗者 の 得点を被験者に見せ る こ とに加えて、
点数減少に伴 っ て敗者に金 銭的負担が課せ られる
とい う教示 が 、被験考の 敗者 へ の 援助行動 を促進
す る か どうか 調 べ た。こ の 2 つ の 実験 の 被験者 が

傍観者と い うこ とに な る。

実験 1

　　　　　　　　　　目的
　サ クラ 2名は それぞれ加害者役 、被害者役に分
かれPD ゲ

ー
ム を行 い 、被害者役 は負 け役 に な る。

被害者 の 点数 が減少す る の を 見 る こ とで 、傍観者
で あ る被験 者 の 被害者援助行動 が増加す る か ど う
か 調 べ る 。

　　　　　　　　　 方法

被験者 とサ クラ

　T大学 2 年男子 1名、女子 2 名 を被験者 （傍観者 ）

と した。ま た 、サ ク ラ と し て 同大学3年男子 1名を
加害者、同 じ く 2 年男子 1名 を被害者 とした 。

装置
　PD ゲ

ー
ム を行 うた め 、ア ッ プル マ イ ク ロ コ ン ピ

ュ
ータ 1台 を用 い た。被験者 に、サ ク ラ の 点数変動

を観察 させ る た め の モ ニ ター
を 1 台用意 した。被

験者 に は 加害者援助ボ タ ン 、被害者援助ボ タ ン 、
傍観ボ タ ン の 3 つ が 用意された 。 サ ク ラ 2名 と被
験者が対面 しな い た め の 仕切 りを用 い た。
手続き
　サクラ 2名に PD ゲーム を行わ せ た。サ ク ラ は そ

れ ぞれ加害者 、被害者 に 分 か れ 、被害者は 負 け役
に な っ た 。被験者に は ゲー

ム の 得点変動 を観察 さ
せ た。また、被験者に は次の 3 つ の ボタ ン 、加害
者援助 ボ タン 、被害者援助ボタン 、傍観ボタ ン が

用意された 。 加害者援助 と被害者援助 の それぞれ
の ボ タ ン が押 され る と、そ れ ぞれ の サ ク ラの 点数
が ＋ 5 点となる。傍観 ボ タ ン が押された場合は 、
加害者も被害者も点数の 変動は なか っ た 。

実験 の 手続きは 、次 の 通 りで あ る 。 まず 、 PD ゲー
ム の ル ール と、実験室内 で の 被験者 の 役割 に つ い

て の 教示を被験者 に 与 え 、 実験を開始 した。加害
者 と被害者が それ ぞれ ボ タ ン を押 し た後 に 傍観者
が 3 っ の ボタン か ら 1 っ を選 ん で 押した。 こ こ ま
で を 且試行 と し、40試行 1 セ ッ シ ョ ン 、全部 で 10
セ ッ シ ョ ン 行 っ た 。 また、本実験 で は多層べ 一ス

ライ ン 法 を用 い た 。 最初 の数セ ッ シ ョ ン は べ 一
ス

ラ イ ン と し、被験者間 で セ ッ シ ョ ン 数が異な っ た 。
残 りの数セ ッ シ ョ ン を介入 と した。ベ ー

ス ライ ン

で はサ ク ラ 2 名 の 点数が同点 に な り、介入 で は加

害者が 大差をつ けて 勝っ た。実験終 了 後、ボ タ ン

を押 した理由にっ い て 、被験者に尋ねた 。

　　　　　　　　 結果と考察
　各被験者が 各セ ッ シ ョ ン で 3 つ の ボ タ ン を押した
回数か ら、 それ ぞ れ の 反応確率を求めた。その 結果、
被験者3人の 被害者援助行動の 反 応確率は、介入に入
っ て も増加 せず、加害者援助な らびに傍観行動の 反
応確率は減少しなか っ た。こ の 結果 の 理 由は 次の 通
りで あ る n 実験終了後 に 各被験者 が報告 したボ タ ン

の 押 し方 に っ い て の 自己ノL・・一一ル が、被害者役 の 深刻
な状況を彼等が受け止 め たもの でなかっ た 。 したが
っ て被験者の 自己ル

ー
ル が、被害者援助行動を増加

させ る もの で は ない こ とが わ か っ た。
そ こ で、ボ タ ン を押す際 の 被験者 の 自己 ル ール を、
被害者援助行動を増加させ るもの に 変化 させ る 必 要
が ある。よっ て 次の 実験で は 、 イ ン ス トラ ク シ ョ ン

の操作に よ っ て 、こ の 可能性 を検討す る。

実験 2

　　　　　　　　　　 目的

　実験 1 と同様、サ ク ラ 2 名 にPDゲー
ム を行わせ る 。

被害者 の 点数減少 を彼験者 に 見せ 、 点数減少 に伴 っ

て 金銭的負担が被害者に 課せ られ ると教示す る こ と
が、被験者 の被害者援助行動を促進するかどうか調
べ る。
　　　　　　　　　　方法

被験者とサクラ

　T大学 2年男子 2 名、女子 1名 を新た に被験者と し
た。サ ク ラ は、実験 1 と同じ人物 で あっ た。
装置
　実験 1 と同 じで あっ た。
手続き

　点数減少 に伴 っ て金銭的負担が被害者に課せ られ
るとい うこ とを被験者 に 教示す る以外 は、実験 1 の

手続きと同 じで ある。なお、こ の 教示は 実験開始前
に被験者に提示 された。
　　　　　　　　 結果 と考察

　実験 の 結果、被験者全員の被害者援助行動は、介
入 に 入 っ て 増加 し、加害者援助行動 と傍観行動は ほ

ぼ起 こ らな くな っ た 。 また、被験者の 自己ル
ー

ル は
被害者の 深刻な状況を理解 したもの で あっ た。
　以上 の結果 か ら、被害者の 点数が減少 し、被害者
の 負担が増すとい う教示 が 与 え られ ると、被験者の

被害者援助行動 は 増加す る とい え るだ ろ う。
　　　　　　　　　　繍
　実験 1 と実験 2 の 結果から、被害者の点数が減少
す る だ け で は、被験者 の 被害者援助 は増加 せず、そ
れに加 えて被害考 の 負担が増すとい う教示を与え る
こ とが、被験者の 被害者援助行動 を増加 させ る とい

うこ とが わ か っ た。こ の 教示 は 、被験者が被害者援
助行動を行 うこ とを促進するための 自己ル

ー
ル をっ

くる こ とに機能した と考えられる。したがっ て、傍
観者に、被害者を援助する ため の 自己ル

ー
ル の 形成

をもた らすため の 教示 が、傍観者 の 援助行動 を 高め

るために 必 要とい える だろう。
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